
社同

田Ξ

『
三
田
は
え
ぇ
町
で
す
。
木
当
の
平
和
郷
で
す

よ
。
そ
の
か
わ
り
恵
ま
れ
す
ぎ
る
ん
で
、
特
に
ぇ

ら
い
人
も
出
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
に
ひ
ど
い
人
も

で
ま
ー
ね
。
』
倫
器
師
堕
.
醒
J

三
田
と
三
田
人

讐
『
囲
碁
新
潮
』
の
連
載
も
の
の
一
っ
に
、
「
爽
剣

置
碁
道
場
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
十
月
号
に
は
三
田
の

古
川
と
い
う
人
が
宮
本
(
義
)
八
段
に
対
し
鼠
譜

が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
対
戰
は
、
現
地
で
行
な
わ
れ

た
か
ら
、
そ
の
観
戦
記
は
三
田
の
町
の
説
明
か
ら
は

じ
ま
る
。
そ
れ
は
、
と
て
も
巧
み
な
文
章
で
、
こ
こ
が
、

九
鬼
氏
の
城
下
町
で
あ
り
、
泌
の
酒
づ
く
り
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
三
田
米
の
産
地
で
あ
り
、
も
っ
と
も

美
味
な
神
戸
肉
の
本
場
で
あ
り
、
周
辺
は
松
茸
山
に

か
こ
ま
れ
・
・
・
・
・
・
と
い
っ
た
土
地
の
紹
介
が
つ
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
む
す
び
に
、
土
地
の
人
の
一
系

と
し
て
挙
げ
ら
れ
九
の
が
、
冒
頭
の
三
田
人
観
で
あ

る
。

だ
が
、
こ
の
一
一
暴
は
、
「
本
当
の
平
和
郷
」
の
土
地
の

人
の
謙
讐
心
か
ら
発
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

事
実
、
こ
こ
は
、
小
ノ
く
と
も
、
同
志
社
の
歴
史
1
と
く

に
そ
の
初
期
の
歴
史
1
に
と
っ
て
、
忘
れ
が
た
い
幾

多
の
「
え
ら
い
人
」
を
輩
出
し
た
地
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
今
回
の
「
歴
史
散
歩
」
は
、
変
っ
た
順

序
に
な
る
が
、
ま
ず
、
三
田
出
身
の
同
褒
人
か
ら

筆
を
す
す
め
よ
っ
と
思
う
。
突
、
三
田
の
説
明
が

あ
と
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
さ
ん
だ
」
と
よ
み
、

六
甲
山
地
の
褒
側
で
、
刊
馬
の
北
部
に
あ
る
山
間
の

町
で
あ
る
こ
と
を
つ
け
て
お
く
。

『
一
乳
る
時
、
新
島
光
生
づ
斯
、
つ
厶
ふ
こ
と
を
云
は

れ
北
。
杉
田
勇
次
郎
君
は
珍
ら
し
い
人
物
で
、
伺

麼
困
難
に
も
堪
へ
て
、
甕
、
嘗
め
つ
っ
、
勉
学
す

る
人
だ
、
と
感
嘆
せ
ら
れ
北
,
一
。
(
綱
島
佳
吉
談
)

三
田
と
同
志
社
人

元
良
勇
次
郎
1
同
志
社
開
校
当
初
の
入
学
者
日

本
の
心
理
学
の
創
始
者
。
旧
姓
、
杉
田
勇
次
郎
。
杉

田
家
は
、
代
々
三
田
藩
雫
職
の
,
錬
。
小
禄
の
家
で

あ
っ
た
う
え
、
維
新
と
な
り
、
し
九
も
、
ま
も
な
く

父
が
死
ん
だ
か
ら
、
殊
計
は
困
塑
ぎ
わ
め
九
同

志
誌
代
は
、
文
字
通
り
、
「
噸
を
嘗
め
つ
っ
」
の
苦

学
で
車
九
と
思
わ
れ
る
。
彼
が
同
志
社
に
来
た
の

は
、
神
戸
に
出
て
、
デ
ビ
ス
に
師
亊
し
、
デ
ビ
ス
が

同
志
社
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
行
左
倶
に
し
た
か

ら
で
あ
る
。
彼
が
伺
志
社
を
中
退
し
た
の
は
、
上
京

」1Ⅱ111111111U1111"計""111{1「ⅡⅡ""11"11ⅡⅡ11"1""
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し
、
津
田
仙
の
学
此
社
に
勤
誇
か
ら
で
あ
る
(
註

1
)
。
上
京
後
、
元
良
米
子
と
結
婚
。
こ
れ
は
有
名

な
小
崎
弘
道
と
の
ダ
ブ
ル
・
マ
ッ
ジ
。
米
国
留
学
。

哲
学
・
心
理
謙
攻
臼
本
に
邪
、
て
か
ら
は
、
東

大
教
授
(
註
3
 
と
し
て
郁

現
在
、
三
田
・
屋
敷
岡
の
一
角
の
家
跡
に
慰
碑

が
建
っ
て
い
る
。

杉
田
潮
1
同
志
社
人
学
は
錦
よ
り
少
し
お
く
れ
九

が
、
元
良
勇
次
郎
の
兄
で
あ
る
(
註
3
)
。
締
新
直

後
、
故
郷
三
田
に
知
た
箔
名
の
蘭
学
者
・
川
本
幸

こ
ん
し
ん
じ

民
が
、
一
講
染
名
剰
・
金
心
寺
に
開
い
九
時
、
弟

と
こ
C
に
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
彼
は
大
阪
に
出
て
、

ボ
ー
ド
派
遣
の
盲
薮
医
・
ア
ダ
ム
ス
に
師
事
。
入

偕
。
浪
花
教
会
創
立
者
の
一
人
と
な
る
。
や
が
て
、

伺
志
社
に
学
び
、
卒
業
後
、
各
地
の
教
会
を
牧
し
た

ゆ
か
り

が
、
と
く
に
因
縁
も
深
い
浪
花
教
会
を
多
年
牧
し
て

有
名
で
あ
っ
九
。
一
時
、
故
郷
の
三
田
教
会
を
兼
牧

し
九
こ
と
も
あ
る
。

川
本
恂
蔵
1
三
田
出
身
と
い
え
ぱ
、
同
志
社
と
し

て
は
数
少
い
医
師
の
一
人
・
川
本
恂
蔵
を
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
川
本
家
は
、
三
田
藩
々
医
の
家
。

耕
ご
ろ
の
当
主
は
川
本
泰
年
1
器
の
川
本
幸
民

は
泰
年
の
叔
父
1
で
あ
る
。
泰
年
は
、
明
治
の
は
じ

め
、
象
族
を
連
れ
て
神
戸
に
移
っ
た
。
そ
し
て
、
神

戸
に
来
た
ば
か
り
の
、
ポ
ー
ド
派
遡
の
官
藪
医
・
ベ

リ
ー
に
師
部
し
九
。
こ
の
泰
年
の
長
子
が
恂
準
あ

る
。
彼
は
、
長
ず
る
や
、
大
阪
に
学
ん
だ
こ
の
こ

ろ
、
入
偕
。
そ
し
て
、
同
志
社
驫
じ
、
英
学
校
に

入
る
。
章
二
卸
目
の
時
1
明
治
十
七
年
、
彼
二
十

歳
1
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
、
岡
山
に
い
た
べ
リ
ー
が
、

新
島
襲
に
招
か
れ
、
同
志
社
病
院
創
設
の
恊
力
を
約

し
、
鯱
備
・
資
金
募
撃
派
ね
て
、
梁
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
彼
は
、
そ
れ
に
随
っ
て
渡
米
し

九
。
医
学
を
脚
攻
。
燭
田
僕
す
で
に
似
本
に
も
ど

り
、
詞
志
社
誤
長
と
し
て
活
躍
中
の
べ
リ
ー
を
援

{
る
べ
リ
ー
が
去
寝
、
同
志
社
説
長
。
職

を
辞
し
て
か
ら
は
、
祁
戸
に
制
り
、
父
の
医
院
驫

ぐ
(
註
4
)
。

竹
内
雄
四
郎
1
黒
誌
院
と
い
え
は
、
そ
の
関

係
者
の
一
人
・
竹
内
雄
四
郎
も
三
田
の
産
て
あ
る
。

た
だ
し
、
同
志
社
出
身
者
で
は
な
い
。
竹
内
塚
も
、

代
々
三
田
藩
々
医
の
家
。
父
・
玄
林
に
連
れ
ら
れ
、

京
都
に
育
つ
。
こ
こ
で
入
信
。
明
治
二
十
年
、
同
志

袿
琵
に
翻
。
そ
の
後
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
張

道
朋
拓
団
と
し
て
名
語
赤
心
社
1
三
田
の
人
が
多

い
ー
の
誕
師
と
し
て
、
北
霊
に
渡
る
(
註
5
)
。

三
田
中
学
と
同
志
社
柔
道
部
1
三
田
中
学
は
現
在

の
三
田
学
園
。
三
田
出
身
の
富
蒙
・
故
小
寺
轡
1

兵
胤
晶
六
河
川
の
一
つ
で
あ
る
俄
川
は
、
篠

山
市
部
の
山
地
に
源
を
発
し
、
狭
長
な
三
田
盆
地
を

賀
流
し
、
六
印
山
地
の
東
端
烹
峽
<
介
を
な
し
て
突
破
、

生
塚
か
ら
讃
地
を
天
升
川
と
な
っ
て
大
阪
湾
に
注

ぐ
全
長
七
十
三
キ
ロ
の
河
川
で
あ
る
。
こ
の
三
田
盆

兀
神
戸
市
長
1
が
、
郷
里
に
製
し
た
男
子
の
学

校
。
第
同
卒
穫
、
大
正
六
年
。
そ
の
条
生
の

一
人
・
園
部
架
、
黒
社
に
誓
、
柔
県
と
し

て
活
躍
し
て
以
来
、
後
鎚
と
し
て
、
熊
本
采
・
獲
丸

忌
充
律
円
.
秋
山
勝
一
等
々
か
詞
じ
コ
ー
ス
を
歩

み
大
止
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
川
レ
心
社
述
翻
の

北
か

知
名
を
昂
め
九
。
た
だ
し
、
搬
火
氏
は
、
純
枠
の
三

田
人
で
は
な
い
父
か
獲
子
で
、
三
田
一
黒
の
人
で

あ
っ
た
関
係
か
ら
、
 
f
弟
の
教
h
雪
田
中
告
托

し
九
の
で
あ
る

そ
の
後
は
、
三
田
よ
り
同
志
お
に
学
ぷ
さ
し
六
る

人
物
も
な
く
現
在
に
至
る
の
は
残
<
雫
あ
る
。

『
当
地
一
体
を
松
山
の
庄
と
号
す
。
こ
れ
を
金
心

寺
恩
田
、
悲
田
、
敬
田
の
三
田
を
以
っ
て
三
田
と

腎
』
(
鷲
礁
騨
癖
繍
雛
累
)

三
田
と
三
田
教
会
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地
の
南
譜
あ
り
、
盆
地
の
咽
喉
部
を
拒
す
る
、
そ

の
'
邑
が
三
出
の
町
で
あ
る
。

み

=

地
名
の
起
り
は
、
諸
説
多
く
、
屯
田
説
・
有
馬
皇

さ
ん
で
ん

た

子
の
御
田
悦
・
[
U
頸
に
引
胴
し
た
金
心
寺
の
三
田
悦

と
い
っ
罷
史
的
な
も
の
や
、
武
庫
川
の
器
帯
で

み

む

あ
る
か
ら
深
田
だ
と
い
う
地
理
的
な
も
の
が
あ
る

が
、
「
さ
ん
だ
」
と
は
、
ど
れ
も
す
っ
き
り
L
L
結
つ
び

か
な
い
。
一
応
、
念
寺
の
三
鼎
が
通
説
の
よ
う

で
あ
る
。

三
田
は
、
長
い
閻
、
金
心
寺
の
門
前
町
と
し
て
栄
え

た
が
、
戦
国
時
代
よ
り
城
下
脚
(
註
6
)
に
変
り
、
寛

永
十
年
、
九
鬼
氏
が
お
蚕
幼
(
註
7
)
に
ょ
り
、
志

摩
・
鳥
羽
よ
り
移
封
さ
れ
て
以
来
、
こ
こ
は
九
鬼
氏

一
万
六
壬
h
の
城
下
町
と
し
て
維
新
を
迎
え
る
。
た

だ
し
、
城
下
町
と
い
っ
て
も
、
城
は
な
く
陣
屋
で
あ
っ

た
傑
は
町
の
張
の
河
岸
段
丘
上
に
あ
り
、
そ

れ
よ
り
一
段
低
い
段
丘
而
が
屋
敷
町
、
そ
し
て
、
武
俸

川
沿
い
の
低
地
は
町
屋
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
現
在

も
、
他
の
城
下
町
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
'
父
教
地
Ⅸ
・
亀
地
Ⅸ
・
商
業
地
区
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
、
躍
跡
へ
の
登
り
凶
に
近
い
と
こ

ろ
に
日
本
で
も
古
い
教
会
の
一
つ
と
し
て
有
名
な
三

田
教
会
が
あ
る
。

三
田
教
会
の
歴
史
は
、
要
約
す
れ
ぱ
、
元
業

.

明
治
後
半
か
ら
、
染
牧
者
も
あ
っ
た
が
、
本
絡
的

に
箭
に
迎
え
て
以
来
、
光
の
萩
原
献
氏
に
至

る
、
胖
代
牧
肺
は
、
あ
九
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
る

^
と
^
^
^
、
司
^
^
・
^
W
^
^
ー
^
^
^
^

.
、
)
、

力り
、
斈
部
・
袖
萪
の
人
も
あ
れ
ば
、
甜
学

校
・
沖
〕
添
の
人
も
あ
る
1
出
身
で
あ
る
。
本
来
な

イら
、
そ
の
氏
名
巻
列
祀
す
べ
き
で
あ
ろ
・
つ
か
、
九
い

ぷ
ん
、
紙
数
を
費
し
て
き
火
の
で
、
割
愛
す
る
こ
と

ゆ
ろ

を
赦
さ
れ
た
い
。

そ
こ
で
、
わ
が
三
田
市
は
、
市
内
の
あ
ら
ゆ
る

組
繊
を
結
集
し
、
窮
極
の
理
念
で
あ
る
明
る
く
佳

み
ょ
い
福
祉
都
Ⅲ
の
建
役
に
、
一
致
団
結
し
邁

新
し
い
三
田

旧
有
崎
郡
は
、
戦
後
、
一
判
半
を
刈
戸
・
西
包
に
厶
わ

れ
、
残
っ
た
北
部
は
、
こ
こ
に
、
一
田
団
結
し
て
.
二
田

町
と
な
り
、
昭
和
.
二
十
三
年
ヒ
刈
一
 
U
よ
り
市
制
を

諾
し
九
心
政
の
山
心
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
田
の

町
」
で
あ
る
。
例
る
い
Ⅲ
園
都
屯
本
Ⅷ
↓
の
半
和
劉
」

に
ふ
さ
わ
し
く
、
側
和
四
十
年
、
福
初
都
市
意
營
し

た
。
そ
う
し
た
都
山
に
に
つ
か
わ
し
く
、
こ
こ
は
、
ま

た
、
私
の
趣
味
と
す
る
占
器
飯
ま
れ
て
い
る
。

九
器
義
夫
湊
が
、
有
馬
や
讐
で
、
デ
ビ
ス
、
ベ

リ
ー
、
ギ
ユ
リ
ッ
ク
、
ダ
ッ
ド
レ
ー
女
災
ら
の
'
~
且
教

肺
と
親
し
く
な
り
、
三
田
に
'
'
教
師
の
y
る
こ
と
も

あ
り
、
明
治
七
年
に
は
、
ベ
リ
ー
を
臘
問
氏
師
と
す

る
洋
袋
ψ
療
所
が
、
三
田
・
湯
の
山
町
に
で
き
た
。

こ
こ
を
基
地
と
し
て
、
伝
道
が
劉
さ
れ
、
つ
い

で
、
そ
の
努
力
は
実
り
、
明
治
八
年
七
ぢ
二
十
七
U

(
火
)
幾
第
二
公
会
が
産
れ
た
。
こ
れ
が
三
田
教
会

此
f

^
ビ
あ
る
。
さ
^
、
^
^
は
^
^
^
け
あ
^
、
自
^
一
^

の
力
で
、
教
会
峯
秘
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
神
■
.

大
阪
の
教
会
は
価
永
の
も
の
で
あ
(
た
か
ら
、
こ
れ

は
、
釦
合
教
会
皷
古
の
教
会
堂
四
響
を
竺
も
の

い
、
コ
ワ
゛

^
、
、
し
あ
る
。
九
^
、
^
化
は
、
^
^
^
^
^
^
^
し
く
、

往
古
の
お
も
か
げ
が
、
残
念
な
が
ら
、
か
な
り
失
'

わ
れ
て
し
・
ま
り
た
。

吻
治
十
'
九
N
七
Π
、
献
喪
に
は
新
島
襄
も
出

席
し
、
司
会
者
と
し
て
聖
饗
式
を
執
村
し
て
い
る
。

こ
の
よ
っ
な
楽
し
い
靡
史
を
持
つ
田
教
公

も
、
長
い
胴
、
専
淡
の
牧
,
制
を
竹
た
な
力
九
こ
の

困
雛
時
代
に
、
釜
師
と
し
て
活
躍
し
九
人
に
、

犯
山
"
升
1
熊
本
バ
ン
ド
の
一
人
田
璽
時
代
、

Ⅷ

に
仏
遊
1
 
・
暢
源
太
1
三
田
の
人
三
田
教
会
の

釜
迄
一
身
を
林
げ
た
神
学
速
成
勉
強
の
た
め
、

同
寝
に
二
力
月
ぱ
か
り
在
学
1
ら
が
あ
る
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ト
"
,
辻
司
小
、
力
多
く
吽
彩
は
馴
ナ
に
湯
、
て
各
ル

を
四
し
ま
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
令
国
で
も
数
小
ノ

い
埀
文
の
狛
犬
の
一
対
を
、
こ
こ
は
持
っ
て
い
る

(
臂
)
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
、
な
ん
と
な
く
古
め
か
し
い
も

の
愚
じ
さ
せ
る
:
一
田
市
も
、
よ
う
や
く
若
い
新
し

三
田
教
分
。
明
治
初
捌
の
赤
風
建
築
の
跡
が
ほ
と
ん
ど
兄

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ろ
の
は
怖
し
い

叉

j
ダ

い
都
市
に
移
ろ
う
と
し
て
い
る
す
な
わ
ち
市
の

周
辺
の
台
地
1
河
岸
段
斤
に
は
、
ゴ
ル
ワ
・
カ
ン
ッ

リ
ー
と
郭
の
つ
け
ら
れ
た
も
の
が
六
力
所
あ
り
、
松

昔
狩
り
か
ら
ゴ
ル
フ
の
レ
ジ
ャ
ー
.
セ
ン
タ
ー
へ
と

変
っ
た
。
雨
の
川
も
、
工
場
誘
致
の
結
宋
、
.
愛

雄
気
そ
の
他
の
工
場
に
開
ま
れ
、
フ
ラ
ス
チ
ッ
ク
機

械
川
地
も
近
く
に
建
設
さ
れ
つ
つ
ぁ
る
。

こ
う
し
た
機
連
の
小
に
あ
ウ
て
、
悟
い
こ
こ
に
舛

波
篤
氏
も
移
の
化
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ

り
、
畿
の
獣
に
叉
、
笈
を
負
う
て
京
邵
て
来

り
、
思
礼
に
学
.
発
片
の
川
川
身
の
同
志
社
人

の
仏
統
を
、
冉
び
受
継
ぐ
、
.
U
作
が
、
続
々
現
れ
る
こ

を
鵬
,
て
.
の
縞
を
終
え
る
ι
L
一
に
し
よ
う

Π
ル
出
し
写
真
悦
明
儿
藩
1
 
・
九
鬼
氏
邸
。
洋
風
を
一
部
と
り

入
れ
北
明
治
初
捌
の
建
築
物
。
:
田
教
<
厶
の
す
ぐ
横
に
あ
る
。

疏
1
 
誓
襲
1
沌
田
仙
の
友
帖
か
ら
、
す
で
に

小
島
力
造
が
行
っ
て
い
九
が
、
渡
米
紹
学
す

る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
任
と
し
て
、
明
治

作
、
学
農
礼
に
人
っ
た
。

.
一
二
、

註
2
 
明
治
一
.
ト
一
年
焔
凶
。
最
初
は
、
文
科
人
学
1

来
大
の
狗
身
糺
刈
物
鯉
V
子
1
心
理
学
な
ろ

も
の
が
Π
本
に
な
か
六
1
綱
卸
で
あ
っ
た

柱
3
 
妹
は
、
栃
花
女
学
校
卒
業
、
長
田
時
行
犬
人

'
く
し
て
死
上

'

る

.

.
゛
略
一
一

.

.

a

.

江
4
 
犬
人
は
、
し
介
庄
:
'
一
郎
の
娘
。
妹
ι
人
は
、

宅
荒
毅
・
原
則

二
れ
そ
れ
、
湯
洩

ー
ー
〕

.

助
火
人
で
あ
る
こ
と
は
衆
知
の
こ
と
。

註
5
 
明
治
一
十
二
年
、
同
軽
女
学
校
卒
樂
、
同

窓
会
送
出
理
嘔
を
務
め
力
こ
と
も
あ
ろ
竹
内

梅
は
、
そ
の
妹
と
恩
っ

註
6
 
ス
'
'
.
年
、
荒
木
村
吸
の
族
・
荒
木
.
平
太

火
、
は
じ
め
て
:
川
に
城
を
ル
吠
け
る

註
7
 
九
鬼
守
峰
の
死
後
、
二
屶
降
五
・
叫
屶
久
降

の
岡
に
*
料
相
統
の
や
い
が
あ
り
、
倦
府
は

ん
b
人
下
石
か
ら
.
方
石
を
宿
L
げ
、
久
隆

こ
永
晋
阜
二
.
し
、
{
Ⅱ
に
移
封
を
命
じ
力
0

そ
^
^
・
ψ
N
^
、
レ
^
1
幻
^
^
・
^
^
^
^
^
、
^
ー
^
」

呼
川
し
新
規
に
綾
訊
.
力
石
に
取
辺
て
大
。

守
降
の
父
、
帰
隆
は
、
側
ケ
原
の
役
に
は
円

軍
に
属
し
力
こ
と
も
あ
り
水
小
の
雛

九

.

鬼
氏
の
勢
刀
を
お
そ
れ
、
う
ま
く
、
両
占
に

内
心
を
し
'
ル
リ
分
"
・
し
て
と
も
こ
 
1
 
Ⅲ
ノ
ム
山

に
抑
し
こ
ん
だ
、
蒋
府
の
う
ま
い
岐
策
に
か

か
丸
も
の
と
忠
わ
れ
る

註
8
 
'
,
川
十
地
Ⅸ
・
・
山
北
布
判
社
蔵
愉
材
一
木
造

永
七
五
年
作
本
殿
も
室
町
時
代
の
玉
文
で

め
る
が
、
後
枇
の
丁
が
大
分
加
っ
て
い
ろ
。

(
番
里
商
校
・
教
冷
)

、、、

易,^
^

＼
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